
会
員
数

54
名
に

山
名
会
も
平
成
24
年
の
活
動
再
開

か
ら
、
早
３
年
が
過
ぎ
、
会
員
数
も

当
初
の
20
数
名
か
ら
こ
の
11
月
に
は

54
名
ま
で
回
復
し
て
60
名
台
も
目
前

で
す
。
是
も
ひ
と
え
に
勧
誘
に
ご
尽

力
頂
き
ま
し
た
方
々
の
ご
協
力
に
よ

る
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
数
年
が
正
念
場
？

山
名
会
に
関
わ
ら
ず
で
す
が
、
一

般
的
に
同
志
の
会
と
い
う
も
の
は
、

会
を
立
ち
上
げ
て
２
～
３
年
は
会
に

関
す
る
関
心
も
高
く
、
活
動
に
も
皆

さ
ん
積
極
性
が
あ
り
、
会
全
体
に

「
勢
い
」
が
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
こ

れ
が
５
年
経
ち
、
６
年
も
経
っ
て
く

る
と
、
活
動
内
容
は
定
例
化
・
出
席

者
固
定
化
が
進
み
、
新
鮮
さ
も
次
第

に
薄
れ
て
、
会
の
「
勢
い
」
も
落
ち

着
い
た
も
の
と
な
り
「
中
だ
る
み
」

と
で
も
言
う
よ
う
な
状
態
に
陥
っ
て

仕
舞
い
易
い
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
「
仕
方

な
い･･･

」
と
流
れ
に
身
を
任
す
の
と
、

更
な
る
発
展
を
思
い
、
も
う
一
頑
張

り
す
る
の
で
は
、
そ
の
後
の
会
の
行

く
末
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
は
何
方

で
も
想
像
し
易
い
と
こ
ろ
か
と
思
え

ま
す
。
（
初
期
の
山
名
会
・
東
京
事

務
局
移
転
後
の
山
名
会
で
も
経
験
し

た
如
く
で
す
。
）

現
・
山
名
会
も
活
動
再
開
か
ら
５

年
目
に
差
し
掛
か
っ
た
こ
れ
か
ら
が
、

「
中
だ
る
み
」
が
心
配
と
な
っ
て
く

る
頃
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
今
後
数

年
間
が
、
山
名
会
に
と
っ
て
一
つ
の

正
念
場
で
有
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

し
、
こ
の
数
年
を
乗
り
越
え
た
先
に

は
安
定
的
な
会
運
営
が
実
現
出
来
る

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
の
安
定
運
営
と
は
何
を
以
て
安

定
と
言
う
の
か
は
良
く
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
少
な
く
と
も
会
員
数
は
現
状

か
ら
も
う
一
段
階
の
飛
躍
は
必
須
の

事
項
か
と
思
い
ま
す
。

山
名
氏
（
会
）
の
存
在
を
世
に
問
う

さ
て
、
こ
の
度
の
山
名
会
行
事
で

あ
る
総
会
・
歴
史
講
演
会
で
す
が
、

会
員
増
と
会
活
性
化
の
為
に
は
、
先

ず
は
山
名
会
の
存
在
を
世
の
人
々
に

広
く
知
っ
て
頂
く
こ
と
が
第
一
と
な

り
ま
す
。
今
回
の
行
事
は
そ
こ
（
山

名
会
の
周
知
）
に
主
眼
を
置
い
て
計

画
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
為
に
、

通
常
の
恒
例
行
事
（
史
跡
散
策
や
温

泉
等
）
は
略
さ
せ
て
頂
き
、
会
員
の

皆
様
に
は
少
し
味
気
な
い
内
容
と
な

り
ま
し
た
事
は
ご
容
赦
下
さ
い
。
一

般
の
方
々
に
参
加
し
や
す
く
時
間
・

経
費
面
を
考
慮
し
て
の
策
と
ご
理
解

下
さ
い
。

歴

史

講

演

会

当
日
は
定
刻
の
13
時
よ
り
開
会
の

セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
始
し
、
冒
頭
、
山

名
年
浩
会
長
よ
り
、

「
過
去
20
数
回
山
名
氏
所
縁
の
地
、

各
地
で
会
員
対
象
の
総
会
行
事
を
継

続
し
て
き
た
」
と
山
名
会
の
紹
介
が

有
り
、
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〒
６
６
７
ー
１
３
１
１
兵
庫
県
美
方
郡
香

美
町
村
岡
区
村
岡
２
３
６
５
法
雲
寺
内

電

話
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
６
１

第
22
回
総
会
並
び
に

山
名
会
歴
史
講
演
会
開
催

去
る
11
月
28
日
、
「
第
22
回
山
名
会
総
会
」
並
び
に
「
山
名
会
歴
史

講
演
会
」
を
京
都
市
（
池
坊
短
大
・
こ
こ
ろ
ホ
ー
ル
）
に
て
開
催
致
し

ま
し
た
。
当
日
は
一
般
参
加
を
呼
び
か
け
た
聴
講
者
含
め
て
一
二
〇
名

以
上
の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
、
賑
や
か
に
行
事
が
行
え
ま
し
た
。
今
後

の
山
名
会
の
活
動
に
良
い
影
響
を
与
え
て
貰
え
る
も
の
と
、
大
い
に
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

草山常任理事寄贈の山名会幟
講演会場が地階であった為、幟を誘導
看板代わりに活用させて頂きました。

200名収容のホールに総計120名超の方
がご聴講下さいました。



「
こ
の
度
は
室
町
文
化
に
深
い
繋

が
り
が
あ
る
山
名
氏
の
側
面
を
広
く

知
っ
て
貰
う
意
味
で
一
般
の
方
々
を

含
め
た
歴
史
講
演
会
開
催
し
た
」
旨

の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
会
場

を
ご
提
供
頂
い
た
池
坊
短
大
・
松
井

学
長
の
歓
迎
の
ご
挨
拶
、
そ
れ
に
引

き
続
き
副
総
裁
よ
り

「
今
回
の
行
事
を
通
し
て
、
山
名

会
な
り
の
『
応
仁
の
乱
後
四
七
〇
年

の
総
括
』
が
出
来
る
こ
と
を
期
待
」

さ
れ
る
挨
拶
も
頂
戴
し
ま
し
た
。

歴
史
講
演
は
第
１
講
の
「
室
町
文

化
の
歴
史
的
意
義
」
（
池
坊
短
大
・

松
本
公
一
教
授
）
と
第
２
講
の
「
京

応
仁
の
乱
の
前
と
後
」
（
企
画
事

務
所Room

to
G
row

山
本
義
典
代
表
）

と
二
題
の
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

第
１
講
の
「
室
町
文
化
の
歴
史
的

意
義
」
で
は
、
山
名
氏
が
活
躍
し
た

室
町
時
代
全
般
に
掛
か
る
内
容
の
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

室
町
時
代
と
言
う
と
、
江
戸
時
代

や
戦
国
・
鎌
倉
時
代
に
比
べ
て
印
象

が
薄
い
観
が
あ
り
ま
す
が
、
書
院
造

り
等
の
建
築
様
式
や
、
禅
を
中
心
と

し
た
思
想
の
普
及
等
、
生
活
様
式
・

精
神
文
化
面
で
現
代
に
続
く
和
式
文

化
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
た
の
が
こ
の

時
代
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
、
お

教
え
下
さ
い
ま
し
た
。

続
く
第
２
講
の
「
京

応
仁
の
乱

の
前
と
後
」
で
は
、
「
京
都
で
先
の

戦
争
と
言
っ
た
ら
『
応
仁
の
乱
』
の

こ
と
」
、
「
祇
園
祭
が
出
来
な
か
っ

た
の
は
『
応
仁
の
乱
』
の
時
だ
け
」

と
、
と
か
く
マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
が

強
調
さ
れ
て
き
た
応
仁
の
乱
に
、
別

角
度
か
ら
の
光
を
当
て
て
い
た
だ
き
、

応
仁
の
乱
を
契
機
に
発
展
を
果
た
し

た
京
都
の
町
や
文
化
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歴

史

討

論

講
師
先
生
お
二
方
の
御
講
演
の
流

れ
を
受
け
て
の
歴
史
討
論
で
は
、
山

名
年
浩
会
長
が
マ
イ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
さ
れ
、
会
長
が
テ
ー
マ
を
問
い

か
け
講
師
の
方
交
え
て
意
見
を
交
換

し
た
り
、
聴
講
者
か
ら
の
質
問
を
受

け
て
、
解
説
を
加
え
た
り
と
予
定
時

間
い
っ
ぱ
い
ま
で
話
題
が
広
が
り
ま

し
た
。

六

斎

念

仏

公

演

終
盤
に
は
山
名
所
縁
の
西
陣
の
千

本
六
斎
会
に
よ
る
、
郷
土
芸
能
・
京

都
の
六
斎
念
仏
の
ご
披
露
を
お
願
い

し
て
居
り
ま
し
た
。
本
来
は
お
盆
の

精
霊
供
養
の
芸
能
で
す
が
、
ご
無
理

を
言
っ
て
冬
場
の
こ
の
時
期
に
ご
出

演
願
い
ま
し
た
。

軽
快
で
賑
や
か
な
お
囃
子
に
合
わ

せ
て
、
獅
子
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
ア
ク

ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
に
舞
い
ま
す
。

三
時
間
近
い
講
演
の
後
だ
け
に
普

段
に
増
し
て
躍
動
的
に
見
え
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
獅
子
が
舞
台
の
中

央
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
台
の
上
で
逆

立
ち
す
る
瞬
間
は
思
わ
ず
、
会
場
中

が
手
に
汗
を
握
り
ま
し
た
。

尚
、
各
講
演
や
六
斎
念
仏
と
も
に

現
在
記
録
し
た
ビ
デ
オ
を
編
集
中
で

す
。
整
理
が
出
来
ま
し
た
際
に
は
、

動
画
サ
イ
ト
に
掲
載
し
多
く
の
皆
様
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寂しくも無く、狭苦しくも無く、
結果的に丁度良い人数か？

池坊短大・松本公一教授（左）
RoomtoGrow・山本義典代表（右）

歴史討論で室町文化と山名氏の関
係を掘り下げる。

千本六斎会による六斎念仏公演
「獅子と蜘蛛の精」

（写真は別会場での公演を掲載）



に
ご
覧
頂
け
る
よ
う
準
備
中
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ

い
。山

名

会

年

次

総

会

六
斎
念
仏
講
演
後
は
山
名
靖
英
理

事
長
よ
り
「
一
般
の
方
々
含
め
山
名

会
に
ご
興
味
の
方
は
是
非
ご
入
会
を

…
」
と
お
願
い
し
池
坊
短
大
で
の
行

事
を
終
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
近
隣
の
居
酒
屋
に

場
所
を
移
し
、
ゆ
っ
く
り
と
審
議
は

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
年
次
総
会

を
行
っ
た
次
第
で
す
。

（
総
会
報
告
は
頁
を
分
け
ま
す
）

歴

史

講

演

会

を

終

え

て

今
回
の
行
事
参
加
者
は
一
般
募
集

の
方
を
含
め
て

一
二
〇
名
を
上
回
る

人
数
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
人
数
は
勿
論
、
役
員
・
会
員

諸
氏
の
働
き
か
け
に
よ
る
も
の
で
す

が
、
山
名
会
と
し
て
も
十
分
に
自
信

を
持
て
る
人
数
で
行
事
が
出
来
ま
し

た
こ
と
を
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご

参
加
頂
き
ま
し
た
会
員
諸
氏
に
は
一

日
行
事
の
為
だ
け
に
各
地
遠
方
よ
り

ご
都
合
を
付
け
ご
参
加
頂
き
ま
し
た

こ
と
、
役
員
一
同
、
こ
こ
ろ
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
・
事
務
局
共
々
、
今
後
も
更

な
る
山
名
会
の
発
展
を
願
い
、
山
名

氏
八
〇
〇
年
の
伝
統
と
一
族
の
誇
り

を
核
と
し
て
、
山
名
会
の
発
展
方
向

を
模
索
し
て
参
り
ま
す
。

時
に
的
外
れ
な
事
も
有
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の
数
年
間
を
「
中

だ
る
み
」
無
く
乗
り
越
え
、
徐
々
に

で
も
体
力
を
蓄
え
山
名
会
発
展
の
道

を
歩
め
る
こ
と
を
願
っ
て
居
ま
す
。

今
回
の
歴
史
講
演
会
準
備
を
通
し

ま
し
て
、
山
名
氏
と
縁
が
深
い
方
々

（
山
名
姓
・
実
家
が
山
名
等
）
の
洗

い
出
し
も
だ
い
ぶ
ん
出
来
ま
し
た
。

今
後
は
そ
ん
な
方
々
へ
の
お
誘
い
を

考
え
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

歴
史
講
演
会
後
に
場
所
を
移
し
て

第
22
回
の
年
次
総
会
を
実
施
致
し
ま

し
た
。
事
前
の
調
査
が
十
分
で
は
な

く
会
場
は
手
狭
で
、
ま
た
居
酒
屋
と

い
う
場
所
柄
、
じ
っ
く
り
と
審
議
出

来
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

前
記
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
の
で
、

総
会
で
は
主
に
Ｈ
26
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
を
ご
説
明
し
て
、
新
年
度

の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
本
的

に
理
事
会
・
役
員
会
な
ど
で
内
容
を

検
討
し
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く

方
向
で
ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｈ

26
年

度

事

業

報

告

11
／
29
～
30
・
第
21
山
名
会
総
会

六
孫
王
神
社
・
壺
井
八
幡
宮
・
多
田

神
社
等
参
拝
見
学
。
『
近
世
京
都
の

地
図
に
み
る
歴
史
の
流
れ
』
（
山
名

年
浩
会
長
）
歴
史
講
演
27
名
参
加
。

「
山
名
６
号
」
及
び
「
近
世
京
都
地

図
」
発
行

１
／
12
・
三
王
氏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
御
寄
贈

三
王
相
談
役
が
永
年
愛
用
さ
れ
た
ア

ン
テ
ィ
ー
ク
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
ス
ト

ラ
デ
ィ
バ
リ
）
を
山
名
蔵
に
御
寄
贈
。

４
／
19
・
専
念
寺
晋
山

山
名
義
範
前
理
事
長
の
ご
自
坊
・
専

念
寺
の
住
職
後
継
式
。
山
名
会
よ
り

４
名
参
加
。

６
／
27
・
役
員
会
開
催

京
都
市
、
総
会
行
事
内
容
に
つ
き
協

議
。

８
月
３
日
・
総
会
打
合
会

第
22
回
総
会
行
事
に
つ
き
、
会
場
下

見
打
合
せ
。
（
池
坊
短
大
）

８
月
下
旬
・
萬
灯
会

多
田
神
社
の
萬
灯
会
に
協
賛
。
２
基

１
万
円

９
／
10
・
清
和
源
氏
手
拭
完
成

清
和
源
氏
諸
流
略
系
図
を
元
に
し
た

手
拭
い
が
完
成
。
２
０
０
枚
作
成
。

10
／
15
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
完
成

山
名
会
広
報
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
。

初
回
１
０
０
０
部
作
成

11
／
28
・
歴
史
講
演
会
・
総
会

山
名
会
行
事
と
し
て
歴
史
講
演
会
を

計
画
。
一
二
〇
名
超
参
加
。
第
22
回

総
会
を
実
施
。

そ
の
他
役
員
会
・
打
合
せ
随
時

Ｈ

26
年

度

決

算

報

告

＊
収
入
総
額

７
８
０
，
３
４
５
円

＊
支
出
総
額

７
１
４
，
６
４
８
円

＊
差
引
残
額

６
５
，
６
９
７
円

差
引
残
額
は
次
年
度
に
繰
り
越
し

ま
す
。
（
会
計
決
算
書
は
次
頁
を
ご

参
照
下
さ
い
。
）
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第
22
回
年
次
総
会
報
告

年次総会後、講師方を囲んでの懇
親会。会場が手狭でした。（反省）



府県 会員数 府県 会員数 府県 会員数 

東京都 6 愛知県 1 島根県 1 

神奈川 2 大阪府 5 岡山県 1 

千葉県 1 京都府 2 広島県 2 

茨城県 1 和歌山 4 石川県 1 

栃木県 1 兵庫県 16 福島県 1 

埼玉県 1 奈良県 3   

群馬県 1 鳥取県 4   

会員数＝４９、会員家族等＝５ 合計 54 

Ｈ

27
年

度

の

事

業

計

画

＊
来
春

役
員
会
・
理
事
会
開
催

第
22
回
総
会
の
状
況
及
び
会
計

報
告
。
活
動
内
容
検
討
。

＊
会
誌
「
山
名
７
号
」
発
行

＊
来
秋

第
23
回
総
会

現
在
の
と
こ
ろ
右
の
よ
う
な
概
要

し
か
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
役
員
会
及
び
理
事
会
等
を
通

し
て
計
画
を
具
体
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。
各
行
事
へ
の
ご
参
加
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

昨
年
度
３
名
の
方
が
山
名
会
に
入

会
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
員
数
も
54
名
と
な
り
ま
し
た
。

府
県
別
の
内
訳
は
、
左
表
の
如
く
で

す
。お

知
り
合
い
等
に
入
会
有
望
な
方

が
御
座
い
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で

ご
一
報
下
さ
い
。
此
方
か
ら
も
働
き

か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
計
年
度
も
改
ま
り
ま
し
た
の
で
、

年
会
費
の
納
入
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

年
会
費
は
五
千
円
で
す
。
該
当
会

員
様
に
は
郵
便
振
替
伝
票
を
同
封
し

て
お
り
ま
す
。
ご
利
用
の
上
、
ご
入

金
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
特
別
会
員
・

家
族
会
員
等
除
く
）
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年
会
費
納
入
の
お
願
い

ご協賛・ご寄付の報告

ご協力誠に有り難う御座います。

第22回総会・歴史講演会の会計状
況は現在のところ上記の如くです。
不足分に関してはH27年度中に通常

会計より補填をさせていただきたい
と考えています。
このような事業を行った場合、い

くらかの黒字を出し、通常会計へ雑
収入として繰り入れるのが通例とは
思うのですが…次回は若干でも黒字
で終えれるように励みます。

新

会

員

の

ご

紹

介

岩
岡

良
典
様

米
田
泰
治
郎
様

寺
田

憲
生
様

お
名
前

芦
屋
市

御
所
市

御
所
市

地
域

宮
田
副
会
長

ご
紹
介

三
王
相
談
役

ご
紹
介縁

故
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編
集
後
記

２
０
０
名
収
容
の
ホ
ー
ル
が
果
た
し

て
埋
ま
る
か
ど
う
か
？
不
安
で
不
安
で

居
り
ま
し
た
。

10
月
中
旬
ま
で
は
参
加
申
込
み
の
反

応
が
思
う
よ
う
で
は
無
く
、
「
50
人
集

ま
れ
ば
良
い
と
こ
ろ
？
」
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
新
聞
記
事
掲
載
後
の
11

月
か
ら
は
調
子
が
出
て
き
て
、
開
催
前

で
１
０
０
名
超
。
行
事
終
了
後
、
配
布

用
資
料
の
残
数
か
ら
見
て
１
２
０
名
超

の
方
が
受
付
を
通
ら
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
の
人
数
は
自
然
に
集
ま
っ
た
数
字

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
述
の
如
く
山
名

会
会
員
・
役
員
様
方
が
大
き
な
と
こ
ろ

で
は
各
新
聞
社
へ
の
山
名
会
行
事
の
紹

介
記
事
掲
載
依
頼
や
、
各
人
の
交
友
関

係
等
個
々
の
繋
が
り
を
頼
っ
て
の
参
加

願
い
な
ど
、
各
人
各
様
の
方
法
で
行
事

を
広
報
し
、
参
加
を
お
願
い
し
て
始
め

て
獲
得
出
来
た
人
数
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ

れ
で
も
普
通
、
幾
ら
懇
意
に
し
て

い
る
人
か
ら
の
頼
み
事
で
も
、
講
演
内

容
が
面
白
そ
う
で
無
い
限
り
は
、
週
末

の
貴
重
な
時
間
を
ワ
ザ
ワ
ザ
時
間
を
割

い
て
ご
参
会
い
た
だ
く
こ
と
は
困
難
な

こ
と
で
す
。

会
員
外
で
ご
参
加
頂
い
た
方
の
多
く

は
「
山
名
氏
」
と
言
う
言
葉
に
多
少
な

り
と
も
興
味
を
持
た
れ
た
か
ら
こ
そ
、

会
場
ま
で
足
を
運
ん
で
く
れ
た
わ
け
で

す
。考

え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
「
山
名
氏
」

は
人
を
引
き
つ
け
る
だ
け
の
十
分
な
魅

力
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
自
惚
れ
で

し
ょ
う
か
？

（
事
務
局
）

平
成
二
十
八
年

丙
申

新
た
な
年
が
旧
年
に

ま
さ
る
良
い
年
とな

り
ま
す
よ
う
に

少 し 気 が 早 い で す が 、 良 い お 年 を …

画・廣實（法雲寺副住職）


